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田村宗立旧蔵仏画粉本における仏教版画について

松尾 芳樹

京都市立芸術大学芸術資料館が所蔵するI別､す宗立旧蔵仏画粉本は､六角堂能滴院仏画工房の

旧蔵粉本を中心 とする､2700点におよぶ幕末期の仏教図像群 として貴重である｡その中に絵像

を中心 とする276点の仏教版画が含 まれる｡六角堂能滴院の仏画工房を主宰 した会津の僧憲海

は､青年期に長谷寺版両部畳茶羅の開版に関わった｡彼はその後､図像の収集を行 う一方で､

印施千種を発願 し､経疏陀羅尼の出版の他､絵像の開版を行い､図像の流布に努めている｡田

村宗立旧蔵仏画粉本における版画には､この能満院工房に関わる出版物が含 まれ､飲光の思想

に影響を受けた憲海の事跡を物語る場合､重要な意味を持っている｡また､能満院には憲海の

他､大成､宗立 ら若い僧が研鍵を積み､彼 らは後に尊峰によって行われた御室版両部量茶羅の

開版に助力 した｡この仏教版画群には､尊峰に関わる資料 も含まれている｡

主要項 目 :六角堂能満院 大願憲海 大成憲埋 田村宗立 法雲尊峰 慈雲飲光 粉本 図像

仏教版画 御室版両部畳茶羅 長谷寺版両部畳茶羅
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(1)はじめに

京都市立芸術大学芸術資料館が所蔵する田村宗立旧 蔵粉本は､幕末期の仏画粉本群である｡

京都六角堂能満院に任 した憎大願憲海 (1798-1864)が､生涯をかけて収集し､活用 した粉本を

中心としたこの資料群は､高僧図や垂逃図をも含む多くの仏教図像を記録することで貴重である｡

最後の所蔵者が､工房の画僧であり､後に関西洋画界の草分けとなった田村宗立 (1846-1918)

川 であったことから､その名を称している｡資料群の概要はすでに､法蔵館発行の F仏教図像

衆成一六角堂能満院仏画粉本j -̀2一により紹介されているので､あらましを述べておこう｡

能滴院は､六角堂の名で親 しまれている天台宗頂法寺 川 の境内にあった僧院である.虚空

蔵菩薩を本尊とする真言宗智積院末のこの寺に､仏画工房が開かれたのは､嘉永 4年 (1851)

頃と思われる｡その最後の住持憲海は､寛政10年 (1798)会津に生まれた.晩年使用 した大願

のほか､林岳､無言蔵などとも号 しているo豊山長谷寺で桝鎖を積むが､天保 3年 (1832)河

内長英寺の黙住信正 (1765-1833)に進具 し､律僧として､宗派を離れた道を歩むようになっ

た｡一旦､会津八角神社の別当亀福院 … に住するが､やがて弟子の大成 (1828-1891)を連れ

て鑑内に戻 り､図像の収集とその流布に専心するようになる｡能満院に任 した経緯はまだよく

分かっていないものの､工房は最盛期 8人の僧を数える盛況を呈した｡

しかし､元治元年 (1864) 7月､蛤御門の変による兵火により能満院は焼失し､焼け出され

た憎たちは､神泉苑南の蓮光院 -5'に寄寓 した｡憲海は被災後まもない9月に､この地で寂 し

ている｡工房に蓄えられた図像粉本､版木類の多くは焼失 したが､絵本箪笥二枠分はかろうじ

て持ち出され､これらは､田村宗立の手元を経て､現在の京都市立芸術大学の前身京都市立絵

画専門学校に寄贈された｡その総数は約2700点あり､まくりのまま保存されている｡この内､

1割に相当する276点が木版墨刷 りの紙片であ り､白描粉本が中心であった F仏教図像宋成』

では､これらが割愛されている｡本稿では､能蒲院粉本中の版画を紹介 し､六角堂能満院粉本

の全容を補うものである｡

(2)印施千種の大願

意海が印施千種の願を立てたことは､小原洪秀氏が収録 した彼の略伝 G̀'に記されている｡

伝聞ではあるが､千種頻の出版を行うことを祈願し､実際に七八百種の開版に及んだとあるの

で､単なる祈願にとどまるものではなかったようである｡粉本の中にも､｢勝敵毘沙門天像｣ (7)

に ｢王城中心六角堂能満院大願施印-千種内｣と墨書があって､憲海が千種開版を企てたとい

う記事は信 じてよい｡

こうした願望が憲海の中にいつごろ生まれたのか定かではない｡会津亀福院に住持 した時期

の刊本として ｢方服歌語儀｣(天保 4年 (1833))｢金剛寿命陀羅尼経｣(天保 7年 (1836))が､

会津の金剛寺に伝えられた文書 仰 の中に含まれており､また､幕末期亀福院を兼任 した自在

院 … にも ｢両部讃草昏/初夜金剛界/′後夜胎蔵界｣(天保13年 (1842))が伝えられている｡

能満院時代に先んじて､憲海が開版を行っていた事実をみれば､憲海が大願をかけるに至るそ

の源流はかなり早いものであったと考えられる｡

先の略伝にも記されているように､憲海は木版刀刻の技術に優れていたとされる｡長谷寺に
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所蔵される ｢法界安立塔｣版木 … に､｢文政五年壬午南呂詣玉テ河川葛城山高貴律寺二而奉拝

写シ尊木也鵠報恩謝徳ノ謹シテ而摸刻シ之ヲ因ミニ本縁起之文略シテ令ム記七千蓑二乗陸会陽

沙PE律鞭言蔵｣とあれば､文政 5年 (1822)25歳の頃にはすでに独自の開版に手を染める能力が

あったことになる｡この高貴寺の法界安立塔 というのは､弘法大師の自筆として伝えられた五

輪塔婆で､宗立旧蔵粉本の中には､同年採 られた拓本が含まれてお り､憲海が強い関心を持っ

ていたことが明かな資料である 州 ｡興味の対象を開版という行為に結びつける､憲海の行動様

式をすでに顕 していることが注目される｡

この版木の裏には ｢三社之託宣｣が彫られている｡その中に ｢文政十年丁亥孟春 僧無言蔵

印施｣との刊記が見られるので､憲海の出版活動は､その後も継続的に行われていたと考えられ

る｡例えば同じく長谷寺に所蔵される版木のうち ｢光明星茶羅J"2-｢大黒天像｣ (13)には､版木

の隅にそれぞれ ｢文政九年丙成匹Ⅰ月十一日無言蔵摸刻｣｢文政九年丙成三月無言蔵摸刻｣と銘が

あり､長谷寺山内で行われた出版に､憲海が関わることもあった状況をうかがうことができる｡

(3)長谷寺版の開版

文政12年 (1829)､長谷寺版両界塾茶羅の開版事業が行われた｡この長谷寺版 というのは､

河内髪切山慈光寺鎮慶 (1748-1829)(14'の発願により､豊山勧学院所蔵の両界畳茶羅 l̀引に基づ

いて､京都東寺所蔵の現図星茶羅と校訂のうえ閑版 した印行両部畳菜羅である｡この畳奈羅図

開版の契機となったのは､刊記にあたる ｢刻両部大量茶羅附言｣に記されているとお り､鎖慶

によって長谷寺で行われた畳茶羅の講義であった 1̀6)｡そして､表紙の装飾に使用された東大寺

戒壇院扉絵の図像は､その版の裏面に記された墨書 (17'から､憲海所蔵の粉本によるものであ

ったことがわかっている｡この大事業に憲海も関わったことを示す証 しである｡

この開版作業で重要なのは､下絵の制作と版の校訂である｡空海の将来したいわゆる現図の再

現をI∃標として校訂を繰 り返し､少 しでも正確なものに近づけること､その指示を的確に職人に

指示 して版にすること､この二つが求められる作業である｡長谷寺には､現在もこの両界畳奈羅

の校訂作業を物語る資料が残されており'ltq'､こうした制作の過程を垣間見ることができる｡

事業には､勧学院の僧をはじめ多 くの憎が関わったから､憲海はそのひとりにすぎない｡ し

かし､その役割は決しておろそかではなかったと考える｡というのも､文政 3年 (1820)に憲

海は､接慶から伝法許可潅頂を受けてお り､すでに師弟という関係であったO校訂作業はきわ

めて集中力を要求するものであ り､82歳という鎮慶の高齢を考えれば､一度始まった里奈羅開

版の事業にあたっては､彼を補佐をする人物の存在は､自ずから必要とされたと思われる｡

田村宗立旧蔵仏画粉本中の ｢鍍慶像｣(】｡)から､文政10年 (1827)に､憲海が鎮慶の寿像を

描いていることが分かるので､鎮慶は画技においても憲海に信頼を寄せていたと考えられる｡

また一方で､憲海は､文政11年 (1828)から翌年にかけて､高山寺で慧友僧護 (1775-1853)

の両部星茶羅書写を助けてお り 2̀0'､彼自身が畳茶羅製作に関わる能力を持っていたのは確実で

ある｡鎮慶が憲海の能力に期待するところがあって不思議はない｡この雑事における､憲海の

存在は注目されるべきだろう｡憲海の事績において､両界畳茶錐の研究と経疏図像開版への興

味は､行動の大きな動機であったと思われる｡その両者を具える長谷寺版開版事業-の関与は､
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意海の千種施印を理解する上で重要である｡

(4)雲海と印行量蒼羅

意海は若 くして長谷寺に登っており､彼の学問は長谷寺の教学を基盤に発展 していたと考え

られるが､高貴寺や慈光寺など正法律を護持する僧院への修学も盛んで､慈雲飲光 (1718-

1804)(21)の思想に強い影響を受けたことが分かっている｡憲海が空海に対 して持つ強い思慕の

念もまた､現図星茶羅を重視する飲光との接点を考えれば､さらに理解 しやすい｡法界安立塔

の印行でもわかるとおり､憲海は､こうした信仰の契機を開版に結びつけることに跨雌はなく､

空海の思想の具現である現図星茶羅に対する開版の祈願を持つことは､自然な心の動きが才闘川

される｡彼が印施千種を発願するに際し､長谷寺版開版に関わった経験は大きな意味を持つ｡

もちろん､長谷寺版に見るような両部里奈羅の印行は､この時期､突然に発生したものではな

く､先行する星茶羅印行の歴史を受けたものである｡近世の安定した社会は､教学の復興をもた

らし､両界畳茶羅に対する研究を促 した｡澄禅による種子両部星茶経の開版もその一例であり､

能満院粉本に含まれる龍肝 (1747-?)版 ｢種子畳茶羅｣(版画日録59･60) も澄禅版により校訂し

ているのを見れば､憲海の両部里奈羅研究の視野には印行星茶錐が当然含まれていた｡また､憲

海と同じく正法律を堅持した海如 (1803-1873){'22-は､弘法大師千年忌に ｢種子両界星茶羅｣(版

画日録51･52)を供養施印している'2㌔ 両部量茶羅を重視した飲光の思想を受け継ぐ憲海にとっ

て､両界里奈羅印行は自分自身の問題として真筆に受け止められていたと考えられる｡

ただ､これらの種子里奈羅に比べると､尊像によって描かれる大里茶羅にはより深い知識が要

求されるO開版には十分な研究と善本の図像が必要だった｡星茶羅の講義を行った鎮慶がそうし

た志を持っていたことが､開版の直接の契機になったとはいえ､実際には､｢刻両部大里茶羅附

言｣にあるとおり､先行する亀龍院畳茶羅の存在が､開版の機運を作 り出していたのである｡

亀龍院畳奈羅というのは､高野山引接院の常塔により京都の亀龍院において安永 2年 (1773)

に開版された印行両部亜茶羅である(21'｡明和 8年 (1771)に入手した粉本をもとに､東寺の現

図星茶羅元禄本と校合 し､絵師清水宣雅により四分の一に縮図させて印行 したというもので､

縦≡尺五寸､横三尺五分という大きさは､当時としては頻を見ない大事業であった｡不幸にし

て､天明8年 (1788)の大火で版は焼失してしまったが､長谷寺開版がこの亀龍院版の復刻の

企画から､発展的に実現 したことを考えれば､先達の偉業としてその成果を活用 したとして不

思議はない｡注目されるのは､長谷寺版の版木の調製､画工､彫師とも皆京都の職人を選んで

いることである｡

長谷寺が所蔵する長谷寺版の版木には制作者に関わる墨書を有する木箱が付属 してお り(2-''､

その墨書から画工は長谷川賀市郎等叔､彫刻は田原重兵衛､木地師は上田吉兵衛とされる｡長谷

川等叔は烏丸仏光寺下ル､田原重兵衛は二条堺町西入ル､上田吉兵衛は御幸町御地下ル東刺と三

者は下京の比較的近接する場所に住む職人で､製版作業は京都で行われたと考えるのが自然であ

る｡亀龍院は錦小路新町にあり､彼らの任地からほど近くに位置している｡この周辺も､天明の

大火に被災した地域ではあったが､人材が全 く失われてしまうはずもなく､この地に亀龍院本に

よって培われた､大判印行漫茶羅製作の記憶が期待されたのではなかったかと考える｡
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当時､豊山絵所を名乗っていたのは新町通松原上ルにある森朋家 (26-だが､この長谷寺版両

界畳茶羅制作では､下絵を同じ京都の長谷川家に変更している｡長谷川家は当時､京都の仏画

工として活躍 しており､憲海は文政 9年 (1826)に河州柏葉村久修恩院を訪れた際､長谷川等

鶴の描 く里奈羅図粉本 2̀7)を写 しているので､彼 らの里奈羅書写の技術を知っていたはずであ

る｡この時期､憲海は仁和寺や高山寺といった古刺を訪れて､京都と長谷寺をしばしば往来し

ており､こうした情報の収集にも､一役買うことができたと思われ､画工の選定にその意見が

反映した可能性がある｡

(5)能満院の開版事業

歴史的にみた摺仏は､日課供養に始まり､勧進 ･護符 ･粉本という用途-と展開して､近世

に至っている｡能満院粉本に含まれる版画もこうした流れの中にあった｡もとより､頂法寺六

角堂は観音霊場として西国札所のひとつに数えられ､町堂としても機能したため参詣者のみな

らず､多くの人々が参集 した｡その境内の一画にあった能浦院にとって､施印に対する喜捨は

貸重な財源であったに違いない｡それは能浦院が持つ宗教的な使命であるとともに､寺院経営

の基盤として重要な意味があった｡

頂法寺にゆかりの尊像としては､本尊である如意輪観音像､創建縁起に関わる聖徳太子像､

百日参龍の伝記に見る親驚上人像があげられるO聖徳太子像については､大成による版下 (28)

があり､その需要に応える活動のあったことがわかる｡とはいえ､現在能満院粉本の中に遺さ

れる版画については､何れが収集された版画で､何れが制作 したものか､また憲海あるいは能

満院がこれらとどのように関わったのか､明確にできるものはわずかであるOというのも､版

木をはじめとする開版に関係する資料のほぼ全てが､元治元年の被災によって焼失した状況が

考えられ､能満院の中心的な活動であったと思われる施印事業に関しては､推測せざるを得な

い部分が多いのが現状である｡

粉本の中に､現存する墨摺を一覧にしたのが別表の ｢田村宗立旧蔵仏画粉本版画目録｣であ

る｡寺院で開版される版本といえば､経典類をはじめとして､絵像 ･縁起 ･境内図 ･祈祷札 ･

勧化 ･開帳 ･巡礼詠歌 ･故などがあげられるのだが､能満院の所蔵版画においては､典籍類が

意識的に除かれているので､当然のごとく絵像が大部分を占める｡その図様としては､如来 ･

菩薩 ･明王･天部 ･諸神 ･高僧と各種のものが揃っているので､彼らの関心が幅広い尊像に対

し存在 したことがうかがえる｡能満院で施印された絵像版画においても､同様に広範な尊像を

扱っていたと考えてよいだろう｡

先にも述べたとおり､能満院の版木は､ほとんど失われてしまい､墨摺にしても､粉本の中

に意海が直接関わったことがわかる版画は少ない｡表に見える､｢種字星鼻茶羅図｣(版画目録

1)｢端尺迦親手華判焚書噂字｣(版画巨l録 2)｢六字名号｣(版画目録 3)などは､憲海による施

印の実際を伝える数少ない遺例である｡また､｢光明真言字輪里奈羅図｣(版画目録 4)は､安

政 5年 (1858)に憲海が開版した墨摺を明治10年 (1877)に志摩菅島村の木下佐助が復刻した

もので､憲海自身の手になるものではないが､憲海施印の実際を伝える資料である｡ちなみに

｢釈迦親手華判焚書噂字｣は､手本となった墨摺 (版画目録73)が粉本中に遺され､憲海が復
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意海が神像に対 して持つ親しみが､開版活動にも早 くから影響 していたことは､長谷寺の版

木に大黒天や三社託宣が含まれていることから理解できる｡粉本に含まれる明治 2年 (1869)

に復刻された ｢稲荷明神像｣(版画日録10･11)は､使用する林岳や無言の号からおそらく長

谷寺修学時代に開版された版画によったものと思われ､神像の施印活動は､能満院時代に先ん

じて始められていたようである｡従って､憲海の意志を実現するための工房である能満院にと

って､神像は単に収集されるだけの資料ではなく､その施印の一部を形成する､重要な要素で

あったと考えてよい｡

嘉永6年 (1853)｢先学宗要章｣が能満院で開版された｡火事によって､版木を失った現在､

能満院の経疏典籍陀羅尼類の開版状況は不明である｡小原氏の略伝には､大随求陀羅尼や大仏

頂陀羅尼のほか 『仏道教経』の刊行を伝えるが､確認するすべはない｡もとより､多数施印さ

れることの多い陀羅尼や祈祷札の類は残 りにくいものであり､典籍の出版においても､大部な

ものは行われなかったと思われる｡智積院に納められた資料の中にその一部なり存在する可能

性はあるが､現在のところ明確にそう判断できるものは少ない (日｡結局､能満院施印の実態と

しては､小典籍から､陀羅尼を初めとする護符 ･祈祷札､古画に見る尊像 ･絵図の写しと､そ

の応用たる新図まで､かなりの振幅があったと想像するはかない｡多様な版本を扱う､個性的

な出版活動をしていたことになる｡能満院の活動期間はおよそ13年にわたると思われ､決して

短いとはいえないが､多様な機能をもった寺院の境内に位置 したためか､その特殊性が認識さ

れにくく､紀行随筆に触れられたものを見ないのは､残念である｡

ただ､｢宝相七神図｣の例に見られるような護符が頒布されたとすれば､祈祷の需要もあった

と考えて不思議はないO実際､小田慈舟氏が伝える､憲海が請雨経法を得意としたという伝承 (W

に関わる粉本も幾つか遺されていて､版画としては ｢請雨水鉢図｣(版画目録 8･9)が注目さ

れる｡墨刷 りと彩色本があり､実際の祈祷に際しては消耗品となる水鉢図の実際を伝える資料で

ある｡これは施印とは異なるが､別の側面から能満院の活動を垣間見させるものである｡

(6)法雲による開版

また､版画の中には､大願入寂後の明治期に､大成や宗立によって､制作されたものが含ま

れている｡これらは憲海あるいは能満院の開版とはいいがたいが､意海の収集した粉本を元に

版を製作 しており､憲海施印の祈願を継承する活動といえる｡その多 くは､明治 3年 (1870)

に開版された御室版両部星茶羅の開版と同じく､志摩庫蔵寺の法要尊峰 (1834-1889)'･")が関

与した版画と思われる｡

御室版両部里奈羅というのは､法雲の発願によって仁和寺尊寿院において開版された､高雄

畳茶羅粉本による両部里茶羅の図像集である(･州｡この間版は､現図と呼ばれる空海将来の図像

を原寸で版刻 し､後世に伝えようとした偉業として､よく知られている｡法要は長谷寺能満院

の海加に従って里奈羅を学び､正 しい図像を求めるうち､明治維新の混乱期に兼意模本による

図像を目にしてその上梓を祈願 したという｡幸い資金の援助もあり､また憲海のもとで里奈羅

の図像に通 じた大成らの助力をも得ることができ､ようやくこの雑事をなしとげたのである｡

もとより法雲の里奈罪に関する知識は長谷寺に学んだのだから､鎮慶が講じたものと通 じて
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おり､憲海の学問とも通じていた｡また､法雲が参考にした兼意本模本は､その奥書に高山寺

慧友僧護による天保12年 (1841)の修理銘があり､憲海が師事 した慧友のもとにあったことが

分かるので､憲海も日にした可能性のある勝本であった 'Il"｡法雲の祈願はまさに憲海の歩んだ

道を辿るものであったといえる｡従って､大成ら憲海の弟子たちがその事業に関わることにな

るのは奇遇ではあったが､むしろ当然の帰結だった｡

御室版開版においては､大成､宗立､雲道 (1840-C.1882)の三人が､粉本から下絵を起こす

役割を担った｡大成は金剛界里奈羅四印会と胎蔵界塾茶羅の不動明王を描いたのみなので､量

的には少ないが､法雲よりも年長であり､監督的な立場をとって､雑事もその身に引き受けて

いたのであろう｡若い宗立と要道が大部分の下絵を描いた｡宗立は胎蔵界畳茶罪の大部分を､

雪道は金剛界里奈羅の大部分と胎蔵界里奈羅の一部を分担 している｡

このように幕末維新期には､両部里奈羅の権威となっていた法雲であったが､『法雲阿閣梨行実』

価)に､｢また､能く八祖大師十二天を梓行す｡(智全EI｡八祖十二天之版木は､法要阿閣梨在世

の時､名古屋大須宝生院に送托す｡将に謀る所有 らんとす｡しかるに阿闇梨明治二十二年示寂

す｡また同寺同二十五年祝融の災に催る｡共に終に烏有となる｡鳴呼惜 しいかな｡)孔雀不動

二明王等画像､及び孔雀請雨 (以上版木は伊勢国に在 り｡)仏頂随求等諸経 (以上及び大願律

師自筆匹l度次第版は､尾張匡Ⅰ宝生院高徳寺地蔵寺に納む｡)其の費また資ならず｡ しかるに其

の臨終の言｡なお高野山五大明王及び因幡堂愛染明王等画像を刻する能はざるを以て遺憾とな

す｡｣とあり､御室版以外の開版についての記事がある｡粉本の中には､この記事との関わり

を見ることができる版画 (版画目録20-30)があり､これらの開版の資金としては､主に志摩

方面の寺や信者からの喜捨が募られている｡版画には明治 2年 (1869)から同10年 (1877)の

刊記があり､御室版以後に行われた事業であることがわかるので､大成らの能満院以後の活動

を教えてくれる貴重な資料ともなっている｡

この時期､病を得ていた法雲は症状が重 く､明治3年の御室版開版以後､明治22年 (1889)

に里奈羅の講義のため上洛するまで志摩に退いているので､これら大型版画の開版を実際に推

進したのは大成あるいは宗立らであったと考えてよい｡法雲を刺とする人脈によって資金が集

められ､大成らが下絵を作成して彫刻の手配をするという方法であったと考えられる｡従って､

製版は京都で行われた可能性が高い｡

また､版画の中には､御室版の尊像を復刻 して頒布したもの (版画目録31-42)が含まれて

いる｡施主となっているのは､ほとんど志摩国の信者であり､これも法雲ゆかりの版画と考え

てよい｡こうした御室版の後刻版には勧進の役割もあったと思われ､また正 しい図像の流布と

いう意海以来の能浦院の祈願も担っていたことだろう｡御室版の開版は､廃仏致釈の荒波を受

けた明治初期の仏教界に､絵像版画の花を聞かせたのである｡

｢八祖像｣(版画目録21-24)は大願が嘉永 4年 (1851)に大和国三輪山平等寺中多楽院に

おいて模写した粉本により大成が下図を起こして明治 2年 (1927)に法雲が開版したものであ

り(}7㌧ ｢十二天像｣(版画目録25-28)は安政 7年 (1860)に大師将来本と備中霊山寺の十二

天像を校合 して大願が模写 した粉本をもとに宗立が下図を起こして明治10年 (1935)に法雲が

開版したものという 3̀㌔ 伊勢や志摩の信者たちからの喜捨によって資金は集められた｡
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また ｢不動明王像｣(版画目録30)は嘉永元年 (1848)

に高山寺で憲海が写した粉本により志摩青峯山正福寺

の大円が彫刻 したものである｡法雲が協力 したとある

のは､資金の大半が志摩の信者から集められているの

で勧進であろう｡｢孔雀明王像｣(版画目録29)は､文政

12年 (829)に長谷川等叔の粉本を大願が模写したもの

を､嘉永元年に智積院の原本と校合した時使用した粉

本に基づいて開版したものである｡粉本中の留書を詳

細に刻 し､密度のある図像をそのまま大判の版木に写

し取っていて､一連の大型版画の中でも特筆に値する

密度を見せる｡おそらく二l二IJi己は別刷 りにされたと思わ

れ､開版の詳細が明確にされていないのが残念だが､

出版にあたり憲海に対する配慮が遺されている点が興

味深い｡この後者二点も｢法要阿闇梨行実｣にある｢孔

雀不動二明王｣の記事によく合致するので法雲版と考

図3 孔

雀明王像 えてよいだろう｡｢法雲阿閣梨行実｣の宮崎智全の注には､この八祖像と十二天

像の版木は､明治25年 (1892)に宝生院の火災により焼失したとあるが､東寺には､覆刻と思

われる八祖像及び十二天の大型版木が遺されている 伽)O｢龍猛像｣に見る刊記を比較すれ

ば､東寺本は､泉涌寺龍暁 (1838-1914)が願主となり､京



六 その他裏書きなどの墨書により収集の意志または経緯が読み取れる版画 (版画日録90-105)

海加は憲海の弟子であり､龍肝は憲海の師である｡こゴ1ら憲海の周辺にいた学僧もまた開版

に熱心であったことは､憲海にとってよい刺激になったことだろう｡他にも､何の特記事項も

ないが､冷泉為恭や原在中､長谷川等鶴の下図とされる版画には､絵師系粉本としての絵画的

資料価値があるため､収集対象となった可能性がある｡

収集された版画の一郎には刊記があり｡施主の分布がわかる｡京都における施印 (版画目録

130-149)が最も多 く､他も大半が畿内のものである｡志州 ･勢州で施印されているのは､御

室版以後に法雲との関わりの中で入手されたものと思われる｡晩年の大成が社寺施印に協力 し

ている例があるので､あるいは依頼を受けて､復刻をすることもあったかもしれない｡

また､まったく刊記を欠 くものの中にも ｢十二天像｣(版画目録239･240)や ｢黄不動像｣

(版画日録235･236)｢宝珠里奈羅図｣(版画目録224)など､掛幅への使用も可能な比較的大型

の墨摺が含まれている｡こうした例は長谷寺の版木の中にも見られ 川∫)､開版そのものが作善で

あったと思われるが､この大きさの版画は､そのまま彩色 して表装すれば尊像として使用する

ことが可能で､量産仏画制作との関わりを見ることができる｡単に墨摺の制作を目的とするに

とどまらず､下絵粉本としての利用を意識したものと考えるべきだろう｡

版画を使用 した量産仏画は､中世以後少なからず流通し､需要の多い近世においてはその数

も増 したと思われるが､推測されるその利用状況を考慮すれば､伝世することの粧しい版画と

いうことがいえる｡美術史的には､顧みられることのない分野だが､文化史的な資料性は高い｡

能滴院がこうした開版を行っていたかどうかは不明だが､遺された墨摺は紙質などから判断す

るに､明治にはいってからの摺 りと思われる｡

(8)あわりに

会津から再び上洛した憲海は､はじめ､長谷川家にほど近い天台宗山王寺 (Lil)に寄寓し､長

谷川家の粉本を多数模写した｡あたかも､長谷寺版両部畳茶羅閃版の故地に引き寄せられたか

たちだが､後に住持することになる六角堂能浦院もまた近隣に位置することを見れば､憲海は

この地を自身の祈願にとって得稚い環境と考えたのかもしれない｡それは､施印を行うために

必要な資材と粉本があり､交通の利便がよく､人が集散 して図像の流布に適 していることはも

ちろん､将来の両部鼻茶羅の開版のための大型版木開版の歴史に期待することができた場所で

ある｡憲海の仏教は､戒律を護持する自らの生活のみにあるのではなく､その生活を民衆教化

に結びつけることのできる､市井の直中にこそあった｡

晩年の憲海が称 した大願という号は､能浦院での活動の開始時期以後専ら使用される｡その

大願という語が施印に関わる用法を以て使用されたことを見れば､憲海の祈願は実は開版に偏

向していた｡開版は正 しい図像を流通させる簡便な方法と見なされた｡憲海の時代､絵仏師とし

て知られた木村了琢家にしても､沈滞の気分こそ否めなかったが､品格は維持 してお り､絵師に

おいては冷泉為恭のように独自の成果を生み出すものもあった｡勝本に残された墨書規を見て

も､憲海は様々な絵師に対 して素直に学んでいる様子が伺え(･12'､憲海に当時の仏画全般に対す
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る偏見 は感 じられ ない｡

また､憲海 の手 に なる着彩 本画 を見 れ ば､その画技 は､真 撃 な態 度の溢 れ た もので はあ るが､

熟練 した絵 仏 師の仕事 を著 しく凌駕す る とは言 い難 く､彼 が 当時 の仏 画界 その もの に奮起 を促

す立場 にあ った とは考 え られない｡略伝 に記 されている とお り､憲海が否 定 した ｢世 間に流通す

る図像｣ とは､当時各所 で印施 された絵 像や､これ に類 す る町絵 師の量産 品 を対象 と したのであ

って､伝 記 には､誇張 も含 まれて い るので あ ろ う｡彼 が ､粗 製仏画 の流通 を嘆 いたの は､その 図

像へ の不 満 だった｡

憲海が､両 部 旦茶 羅 の印行 を祈願 した契機 と して､飲 光 の思想 との 出会 いは重 要 であ る｡空

海 の伝 えた図像 を求 め る こ ともまた､その意志 に連 なる ものであ る｡ 従 って､ 印施千種 とい う

祈願が､飲 光 の千 衣縫 製 の故事 に倣 う ところが あ った と して不 思議 は ない｡憲海 の信仰 が､民

衆教 化 を重視 した飲 光 の意志 を継 ぐもの とす れ ば､彼 に とって図像 の流通 はその収 集 とともに

大事 であ る｡憲海の事蹟 におけ る開版事業 の 占め る役割 は大 きい と言 わねばな らない｡

(注)
(1)H]柑 宗立 (たむらそうりゅう)184611918｡丹波国園部に生まれる｡1855年京都で大雅堂晴亮に南画を学

び､能満院の大願に従って仏画を描くが､写真に接し､洋画を描くようになる｡1880年京都府画学校の創立

にJll'.仕し､西宗の教員となり､1889年明治画学館を設立｡1901年暮対西美術会の結成に参加するなど､関西洋

画界の草分けとして活躍｡晩年は月椎の号で日本画を71'FI-いた｡能湘院の旧蔵晶は､撮終的にはEEl村宗立が保

管していたが､彼の死後追放により､絵画に関するものを画学校の後身にあたる京都市立絵画専門学校 (覗

京都市立芸術大学)に､図書文書類を京都市東山区智郁院に寄贈した｡

(2)『仏教t夏l像;rF!成-六角堂能滴院仏画粉本j京都市立芸術大学芸術資料館編｡2004年3月､法蔵館発行｡

(3)紫雲山頂法寺は､京都府京都市中京区にある天台宗の寺院.!rH徳大子の別姓といわれ､本尊は如意輪観音.

西匡Ⅰ三十三箇所第18番札所.中世から町堂としても機能した｡フ障とが六角形であることから､六角堂の名

で知られ､本坊にあたる池坊が執行として代々経′削 こ当たった0

(4)栢良県会津若松市にある八角 神社 (やすみじんじゃ)は､大同2年 (807)創建の古社で､中世に葦名氏が

領主となって以来歴代藩主の庇護を受ける｡その別当寺であった亀矧糾ま高野山JL両院の末寺であったが､

幕末期には-,1.1I.f.:任となり､自在院が兼任したが維新後廃寺となり現在は神社のみ迫るo会津若松市相生町に

ある補う掛｣_伯在院は応永30年に開基した真言宗の寺院､近世は醍醐無-iil寿院の末であり､ 会津真言宗四力

等の-･寺であった.明治J,lJ=]の神仏分離制作に従い､鎮守であった天満宮は八角判例二に移され､八角神社に

あった文殊菩薩像は自在院に写されている｡

(5)弘仁山巡光院は京都市中京区にある高野山真言宗の寺院｡北向き不動の通称で呼ばれるO隣接する墓地に

大願怒海の墓塔がある｡

(6)小原洪秀 ｢印行星茶羅について｣(F密宗学報』178号 (昭和3咋6月)､312頁｡該当する部分を抜写してお

く｡｢仏班に巧にして､且木版刀刻の技にも通じ､蔑多の俳illiを彫刻殺青 し､印施千種の宿願ありて､大随

求大イ肘芋蔓両陀維尼､仏道教程等-1.E!f.=慮七八百種を印行せり｡｣

(7)前掲往2-む､資料番号2201｡

(8)金剛寺は会津若松fll七日町にある真言宗 (現在室生寺派)の寺｡■=日比以来歴史を持ち､近世は醍醐柵量寿

院の末であり､会津真言宗4カ寺の-寺であった｡金剛寺文吉は現在1028点が福島県歴史資料館に寄託さ

れており､同館の ｢歴史資料館収蔵資料目録｣第21張に日録が収録される｡｢方服歌讃儀｣(資料番号640)

は天保∠1年 (1833)3月O｢金剛寿命陀羅尼経｣(資料番号162･163)は天保7年 (1836)8月刊｡

(9)IIi･'4参.ll.(=1.｡

(10)元興寺文化財柑究所編 『豊山長谷寺拾遺 第二 噛 版木』(1999年 5月､総本山長谷寺文化財等保存調査委

員会)日録番号155｡

(ll)大阪府南河 内抑河南町にある神下山高貴寺は､役行者を開韮とし､はじめ ｢香花寺｣と称したが､弘法大師

- 13-



空海が留錫 した後､伽 藍が整い､試Jil'寺 と呼ぶようになった.元弘元年 (1331)の兵火により来迎 したが､

安永期に慈雲飲光が来任 して､僧坊を盤備 し､天明6年 (1786)7.■:)-i-i.寺は正法律の総本山となった.明治以

後は金剛峯寺末となっている｡慈雲飲光 (1718-1804)は大坂に生 まれ､貞紀忍綱に剃度を受け､河内野中寺

に学んだ真言僧だが､長栄寺や吉,I)''1才寺を復興するなかで､正法緋を唱えて一派をなしたC民衆教化につとめる

-L)J-､r先学薄紫j千巻を著すなど悉堂研究にも大 きな業者iをなした｡法界安立塔についてはLLl村宗立Iu蔵仏

画粉本の中に関連資料が複数存在 し､｢豪に高祖大師賢所延長法非安立之御為にとて手つから一基之や塔婆を

ききミ山上に安置 し給へ り数百除年a墨汁新に潤ひて兜洪両手･方々然たり=に蕊寺の霊宝これにまされ りとて今は

綻庫におさめて画底に秘 しけり｣ と縁起を写 したものに加えて､I;･'Z柘による弘法大師五翰塔婆柘-i;!22枚とその

封紙がある｡柘影の1枚には ｢詫祖大師御真筆卒塔婆文政五壬午^Jl十凹Ⅰ≡l河内州葛城山高-fl一律寺於不動堂基

写之了撫言道憲海｣とある｡また､黙写年不明ながら､これを沌字によって透写 したものが 4枚迫っているO

(12)前掲注10書､目録番号18｡

(13)前掲注10書､目緑番号1030

(14)大阪府東大阪市束豊i肘Ilrにある磐L)jLl｣慈光寺は役行者のl舶 左にな り､修坂道の道場 として栄えるが､ZE沖が

倒錯の後伽藍を整え真言宗に改めた.Il=)-1LJ:以後兵火によって衰微 したが､17世紀に亮海 ･安倍 らによって門外O

緬LEJの嬰能俺に隠棲中の慈B'･飲光はしば しば当寺 を訪れ､文化 9年 (1812)に鎮慶が入寺 して以後､正法緋

の寺 として隆盛を見た｡戦後は､丸吉FiJ混遮那宗に改められたO鳳光枝慶 (1748-1829)は武TL':iの人で郷里の

昇先寺に住 したが､飲光を京い進Il=LL､慈光寺に入った｡文政 3咋 (1820)志和も伝授をうけているO

(15)元興寺文化財研究所編 r出山長谷寺拾迫 第-輯 絵画J(1994勾三5月､総本山長谷寺文化糊等保存調査委

員会) 目録番号91･92｡

(16)小原前掲注 6書｡305頁に ｢刻両部大星茶羅l肘言｣が翻刻される｡

(17)前掲注10番､185頁｡

(18)前掲往10番､日録番号113･114･132｡校訂の内容についてはl市J:1!=｢長谷寺所蔵版木の概要 二 所践絵画

と版木について｣34-38頁に詳 しい｡

(19)前掲注2書､資料番号30450同 ｢接慶像｣は現在 も慈光寺に所JIldZされている.

(20)小原氏前掲注6書､314頁｡

(21)往日参.L!'p'.0

(22)海加の字は光雲O長谷寺で紋英に師部 し､河内高貴寺において慈望飲光の弟子智憧法樹に進八･した｡文政

12年 (1829)に憲海より悉jii:を学び､天保 2-3年 (1821-32)頃同 じ-諾;-.海か ら報恩院流の伝授を受けてい

る.長谷寺能満院の一世 となり､高駁寺事務七世 をつ とめた｡哀楽寺の再建 を行 うほか､晩坤は民衆教化

に務めているOその伝記はu_H一粒応 ｢梅如和上伝｣(1924年12)l､征械寺)に詳 しい｡

(23)田中氏前掲注22書､48-49封｡

(24)小原氏前掲注6番､300-305頁｡長谷寺版の｢刻両部大曳茶kTIL;附苫｣にrh龍院版の焼失を111-11しみ､IIHノ｣にそ

の復刻を考えていたことが記される｡

(25)前掲往10譜､185頁｡

(26)前掲注10番､38頁｡

(27)前掲注2諾､資料番号1008-10170l≡I;朋 宗立旧蔵仏画粉本の中には､長谷川家に関わる粉本が142∴-.し含まれ

る｡11代等鶴 (等廓)のほか､12代等収､13代等舟の名が見える｡

(28)前掲注2書､資料番号3002｡同問を下絵 とした版本は本稿版画 日録19｡

(29)前掲IijI2譜‥､資料番号4112･41130このほか4枚の ｢宝相七利潤｣lJITl..ll'粉本がある.

(30)前掲注2苦､資料番号4099｡

(31)r智山書庫所蔵 El録J (節 1巻 ,1994年3月 ･第 2巻 :19951年5月､出.言宗智山派宗務庁)に収録される刊

本で怒海の関与が碓認できるのは r兜学宗安章｣(2巻-326頁)のみである｡

(32)小lll慈･Jf7｢御室版両部旦茶経の刷版と其功労者｣(F密宗学報1178号､昭利 3年6月)､294頁.

(33)法雲怨峰 (1834-1889)の伝記については法雲の学友有馬鞭の常 した r法要阿閣梨行実jに詳 しい.小原氏

前掲 6番､308-311頁に弟子の宮崎智全の証を加えたものが収録 され､′ト四民前掲注32書でも1g71説される｡

(34)御室版両部里奈誰は､明治3年 (1870)3月に開赦して200部を摺 り､大正 2年 (1913) 5月に大利西崖が

r三本両部里奈羅集l(仏=.ir刊行会)を刊行した際に;300部が摺られ､Ⅰ獅l_147年 (1972) 5月佐和隆Ii)H二よる

r御室版旦茶羅尊像集j(法磯館)刊行にあわせて､さらに150部が摺られたO同量茶羅については小rFl氏前
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掲注32符のほか､ここに挙げた大村氏､佐和氏の著嶺Lがある0

(35)平安時代のイ1.!,'光恵がfll1-fいた高雄里奈罪の図像模本を後に転写 した日付子.ほぼ完本をなし､高山寺に伝えら

れた後､佃^械 となった｡醍醐寺所蔵本とともに､耗排旦茶椛の図株を伝える｡柳沢孝 ｢高雄星茶El't1-.の白

111Fl.本｣(｢7.-3･JJ雄里奈羅の研究｣tTr収.｢美術研究所報告吉.')'却姐茶羅｣東京国立文化財研究所美術部編｡1967年｡

吉川弘文館発行)に詳 しい｡

(36)注:33参照.

(37)龍猛像 (版画目録24)の刊記に ｢龍猛大士｣衷恕云/崎承応三甲午箱月吉日潜時/接遇開眼者高野lll宝性

院主/翁hiX宥取次施主之内法主信龍｣龍猛菩薩/御宝臣八祖之内/和州三輪山衆徒中霊宝｣千時嘉永凹発亥

九):)十日於大和1重l/三輪山平等寺中多柴院窟得詑/王城申JJq六角堂頂法寺中能蒲院大願/五十ILlJ故｣ly:J治

二年五月刻/志州沙門尊峯/洛陽憎大成秤寓/随富者/志州沙門無為道/勢州松阪沙門木如｣伊勢国飯高

耶丹生山神宮寺/五十五世無蓋施賛募刻此-撒畢｣ とあるO

(38)下絵となった粉本は前掲『仏教図像米成 一六角豊能満院仏画粉本』収録の資料番号2261-22720水天像 (版

画l≡l録28)の=r･rJ記に ｢志州菅島信男木下佐助損貨七旧1番刻/此水天一番伏願諸事成桝者/明治十年九月~lT抗/

沙門尊峯募刻｣とあ り､地天像 (版画El録25)の刊記に ｢地天上木桜寄附姓名勢州飯高郡大石利/不動院lri'

忍/中尾駿次郎/中尾賛之助/渡追玄調/村崎勘兵術/村崎甚之肋/平井 兵衛/堀井幸右ヱ門/青木半右ヱ

門/桑山荘兵衛/小林新右ヱ門/中川源七/伊藤仁右ヱ門/柴山新之助/随喜者志州沙門尊峰志州沙Pl川.r.1為

道/勢川松阪沙門等如模嘉主洛陽憎宗立｣とある｡同じ下絵によって明治4年にも大成 らにより関版された十

二天像があり､逝された ｢帝釈天像｣(版画El録20)の刊記には ｢香11日矧覗彰院瑞廠院/施貨助刻此/帝釈天

王耐;lJ行ス異ハ/天下泰平也/高祖御請来十二天摸/本劫得イJih''lll浅Er郡三/部山霊山寺什怒大師/御爪刻木版

ヲ封校了/安政七年庚申三月廿/二El王城中心六角堂/頂法寺能矧堤大願/六十三/其ノ為木版尤モ磨滅不少

カラ/故二一校募刻/明治四年辛来春正月/京六角堂能満院大成/敬識｣随喜者/志州/沙門尊 峰｣模jar主/

洛陽/沙1"拐ミ立｣とあって､浄土真宗大谷派の香LLl院龍Ii,lFliAFNLJ形院空覚 ･瑞応院黙慧らの,Jill,資により上梓 した

版画で､大成の識語により旧能満院工房の事業といえるが､彼らと尊峰の御室版直後の関わりが伺える資料で

あり､後の法要による十二天像閃版の共催となった事業と′Iil.われる｡

(39)｢束寺の仏教版画｣展図録 (1991J/F･3月 ｡衆寺宝物館)
(40)了耶電柱10番､ElS読番号 1｡

(41)京都市下京区室町通仏光寺下ルにあった山王神社の別当天台宗山王寺総持院は､明治維新後廃寺 となり日

吉神社のみが同地に残る｡かつては天台座主によって山王祭が行われたことが r拾遺都名所図会｣『京都坊

日誌jにミEiかれているO

(42)剛 ､;j宗立旧蔵粉本において､大願は会津の絵師萩原推ILlを先生 と記 してお り､また､能満院において大成

は長谷)廿等鶴､鈴木百年を先生と記 していて､絵画肘川三の馴'E】家としての彼 らを尊重 している｡

付記 福島県会津若松市自在院阿住義彦氏には､金剛寺文書および自在院文書について多くの

御教示を賜 りました｡記して感謝の意を表 します｡
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田村宗立旧蔵仏画粉本版画目録

日額番号名称 材質技法 形態 員数 下絵作者 制作年 法量 備考

A:慧海もしくは能満院による施印

001種字星旦茶経国 紙本木版 まくり 1枚 大I,Wl 江戸時代後IUJ(ユ9thcen.) 594×329 能満院施印

002 釈迦親手輩判允許崎字 紙本木版 まくり 1枚 大願 安政 3年 (1856) 589×331 能沖別院施EFl

003 六字名号 紙本木版 まくり 1枚 大願 安政 6年 (1859) 1092×401 能矧院施印

004 光明真言字輪生茶羅図 紙本木版 まくり 1枚 大助 安政5年(1858)/明治10咋(1877)816×400 能矧堤施印 (志州木下復刻)

005 光明真言字輪吐茶謝掴 封紙 紙本木版 ji-;]紙 1枚 作者不詳 明治10年 (1877) 202×132 志州木下版

006 勝敵毘沙門天保 献本木版著彩 まくり 1枚 作者不許 文久2年 (1862) 1135×595 能i抑別も印 (憲拭JJ下絵)

007 勝敵毘沙門天像封紙 紙本木版 封紙 1枚 作者不評 文久 2咋 (1862) 275×330 能満院施印

008 講雨水鉢図 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後期 (19thcen) 545×515

009 詣雨水鉢l雲I 紙本木版著彩 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後期 (19thcen) 446×446

010 稲荷明神像 紙本木版 まくり 1枚 大願 明治2年 (1869) 677×307 ;･占術施印 (羽州宗ir5後刻)

011稲荷明神像 紙本木版 まくり 1枚 大願 明治2咋 (1869) 676×307 ;.よ梅施印 (羽州宗litl復刻)

012 稲荷明神像 紙本木版 まくり 1枚 大願 明治時代 (19thccn) 662×301

013 稲荷明神懐 紙本木版 まくり 1枚 大願 明治時代 (19仙cen) 667×300

014 宝相悲喜利l･‡仁和恕韮神像 紙不木版 まくり 1枚 宗立 江JjA時代後柑1(19thcen) 273×L97 能矧捌包囲l

015 宝相悪書利l･宝柵先立神像 紙本木版 まくり 1枚 宗立 文久元年 (1861) 275×197 能浦院施印

016 宝相七神国 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後],IJ](19thcen.) 699×338 能澗院施印 (宗立下絵)

017 船玉明神像 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後期 (19thcen) 1239×582 能満院施印 (大成下絵)

018 船玉明神像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江 戸時代後期 (19Lhcen) 1226×583 能満院施印 (大成下絵)

019 聖徳太子像 紙本木版 まくり 1枚 大成 東永6年 (1853) 352×246 頂法寺施印

020 帝釈天像 紙本木版 まくり 1枚 宗 立 明治4年 (1871) 1382×648 能満院大成施印 (静土lfj:.宗/瀧温･空覚Iyf!ミ慧資)

B:能満院工房解散後の版本-1 (尊峰とその関係者による施印)

021 金剛智像 紙本木版 まくり 1枚 大成 明治時代 (19r,hcen) 181.5×1301 志州軌峰施印

022 -･行像 紙本木版 まくり 1枚 大成 明治時代 (19thcen) 1872×1300 志州尊峰施Ell

023 善軸=畏像 紙本木版 まくり 1枚 大成 明治時代 (19thcen.) 1827×1284 志州尊峰施El1

024 龍猛像 紙本木版 まくり 1枚 大成 明治2年 (1869) 2082×1295 志州尊峰施印

025 地天像 紙本木版 袈打 1枚 宗 立 明治10年 (1877) 1270×473 志州j75.L峰施印

026 毘沙門天像 紙本木版 袈打 1枚 宗 jl!r'_ 明治10年 (1877) 1265×472 志州jl.)fE_L峰施印



027 風天像 紙本木版 裏打 1枚 宗立 明治10年 (1877) 126_5×27_2 志州iiIfrA_昨施r=lJ

028 水天像 紙本木版 裏打 1枚 I,ii立 明治10年 (1877) 126.7×47.0 志州掛畔地印

029 孔雀明王像 紙本木版 まくり 1枚 大成 克永元年 (1848) 183.0×125.3 (原本T.'ii'i･院本長#JH'iJl一本による志海模本)

030 不動明王像 紙本木版 まくり 1枚 人願 明治9年 (1876) 193.4×118.2 志州大rり･ほか施印

031 不動明王像 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 明治時代 (19Lhcen) 548×403 (御室版-lJfLIt入院)

032 不動明王像 紙本木版 まくり 1枚 作許不詳 明治時代 (19Lhcen) 600×356 (御室版一胎茄入院校合)

033 不動明王像 紙本木版 まくり 1枚 作新不評 明治時代 (19Lhcen) 601×356 (御室版-胎JT.入院校合)

034 仏rLR仏母像 紙本木版 まくり 1枚 作薪不詳 明治時代 (19Lhccn) 545×395 (御宅版-lJfT辿);Fl院)

035 金剛界大El如来像 親木木版 まくり 1枚 作薪不詳 明治時代 (19thccn) 555×367 志州hl糾す民地印 (御室版一金四印会)

036 金剛界大日如来像 紙本木版 まくり 1枚 作薪不詳 明治時代 (19日lCen) 49.3×374 志州岡村氏施印 (御室版-金四印会)

037 如惜 輪観音像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 明治時代 (19日lCell.) 577×338 志州佐七ほか施印 (御室版一胎蓮華会)

038 人随求菩薩像 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 明治4年 (1871) 466×31_9 志州両EUJ_*L.長七ほか施印 (御室版一胎逝部会)

039 大随求菩薩像 紙本木版 まくり 1枚 作新不評 明治4年 (1871) 426×300 志州山川屋良-L'ほか施印 (御室版一胎遊郭[;.会)

040 大随求菩薩像 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 明治4年 (1871) 436×295 志州山m屈.li七ほか施印 (御室版-胎越SJt_[.1･会)

041馬頭観音像 紙本木版 まくり 1枚 作新小評 明治時代 (19thcen) 380×336 志州大I11施印 (御室.版-胎蓮華会)

042 鴨頗観音像 紙本木版 まくり L枚 作新一不評 明治時代 (19thcen) 559×321 志州人Il｣施印 (御室版一胎蓮華会)

043 金剛界里奈維三昧耶会L封 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 明治時代 (19Lhcen) 401×284

C:能満院工房解散後の版画-2(晩年の大成下絵)

044 山羽三山像 紙本木版 まくり 1枚 大成 明治時代 (19Lhccn) 374×438 羽州羽,i.l;I:1｣I本道寺施印

045 興教大師見鎮像 紙本木版 まくり 1枚 大 成 明治21年 (1888) 796×63.7 榊)i;･:了)I･餅膝隆現施印

046 興致大師党接像封紙 紙本木版 封紙 1枚 作新イく鮮 明汗i21年 (1888) 24lX158 榊原了)I･新藤隆現施I;Il

047 弘法大師空海像 紙本木版 まくり 1枚 大成 明治時代 (19LhCell.) 250×174

048 弘法大師空海像 献本木版 まくり 1枚 人成 明治時代 (19Lhcen) 250×17.4 ir;･Lll職兄施印

049 弘法大師空海像 紙本木版 まくり l枚 大成 明治時代 (19thccJl) 300×16.5 平m職見地印

050 仏法大師空海像 紙本木版 まくり 1枚 )く成 明治時代 (19thcen) 950×46.0 平lIll批兄施印

051 弘法大師空海像 紙本木版 まくり 1枚 大成 明治時代 (19仙cen) 977×450 平けり俄兄施印

D:海如施印版画

052 金剛界桂子旦茶雄図 紙本木版 まくり ]杖 作弔.不評 江戸時代後)yJ(19Lhccn) 593×529 海kll施l二IJ

053 胎磁界梯子星茶排同 紙本木版著彩 まくり 1枚 森HLli.治郎 弘化 2年 (1845) 59.2×52.9 海加施印

054 両界種字亜茶排同 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後IyJ(19Lhcen) 656×287 海加施印

055 法華生業羅lgl 秋本木版 まくり 1枚 作新不許 天保13年 (1842) 616×48.4 的功11/b印

056 法華生茶羅Ig7袋 紙本木版 袋 1枚 作才不詳 天保13年 (1842) 247×15.6 手刷 Il施和

057 不動明王像 紙本木版 まくり 1枚 作-N不詳 江戸時代後l馴 (19Lhcen.) 655×30.2 海如施印 (tjIf-如印)

058 弘法大師空海像 紙本木版 まくり 1枚 作8不 詳 江戸時代後IgJ(j9LhceTl.) 655×30.1 海如施印 (粘如印)



059 理源大帥聖宝像 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後期 (19Lhcen.) 652×296 .HLl如施印 (桁如l三lり

E:龍肝施印版画

060 胎蔵界種芋旦茶相図 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後期 (19thcen) 484×363

061 金剛界種牛生米羅凶 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸哨代後期 (19thcen) 485×364 能肝施l;ll

062 両界星茶維研説 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後lUJ(19thccn) 184×128 龍肝施印

ド:長谷寺関係版画

063 胎蔵界旦茶krllirlgl 紙本木版 まくり 1枚 作宥不許 文政12年 (1829) 770×1360 利州長谷寺施印 (長谷等版)

064 十一両観音像 (長谷寺式) 紙本木版Iu灘縦】. まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19ulCen) 971×372 和州長谷寺施印

065 十一面観音像 (長谷寺式) 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19日ICen) 910×37.3 才こしけH長谷寺施印

066 釈迦如来文殊弥軌像 (授戒本尊)紙本木版 まくり 1枚 森Hl易信 江戸時代後lU](19thcen,) 1290×596 和州長谷寺能荊院施印

067 加行本尊非両大】附象袋 紙本木版 袋 1枚 森山易信 江戸時代後l馴 (191,hcen) 295×127 和州長谷寺能.L舶別 納l

G:有意海所蔵印版画

068 当麻里奈羅図 秋本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後期 (191,hcen) 576×462 和州当麻寺施印 (憲海ErJ)

069 真言八祖凶 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19Lhcen.) 491×255 讃州F.1川｣施印 (能満院印)

070 天神像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 文政元年 (1818) 960×292 菅原長親氏施印

071 排才天像 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後l馴 (19thcen) 944×397 奥州金華山施印

072 地蔵菩薩像 紙本木版 袈打 1枚 作者不評 江戸時代後期 (19日1CeTl) 10.55×291 河川税光寺施印

073 釈迦親手発刊兜押l(Lf半 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 明和7年 (1770) 66.0×279 豊後臼杵□福寺施印

074 理趣経漫茶経国 紙本木版 折本 11m 作者不許 江戸時代後期 (19thcen) 320×152 利州高野山補陀洛院施印

075 承陽大師希玄道元像 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江 戸時代後期 (19thcen) 46.0×170 (-,1.ll.r.･･言蔵印)(能満院印)

076 宝珠星茶羅同 紙本木版讃彩 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後Igl(19thcen.) 59.3×333

077 随求旦茶雄図 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後期 (19thcen) 360×375

078 法然 (円光大仰棚 空)像 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後期 (19thcen) 120×260 (A,雉言蔵印)

079 宝鮭印塔 図 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後期 (19Lhcen) 901×389

H:有能満院所蔵印版画

080 某僧像 (持払子) 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江JjA時代後期 (191,hcen) 396×146 zly,Jl.!11)也印 (能満院印)

081 其僧像 (走印) 経本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後期 (19thcen) 396×146 相川･l大網施印 (能満院印)

082 当麻星茶羅lXl 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 文久 3年 (1863) 59.5×442 和州当麻寺施印 (能満院印)

083 当麻豊栄君11LT-1雲】 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 文久3年 (1863) 692×443 和州当麻寺施印 (能荊院I;lJ)

084 如来荒神像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19thcen) 940×411 (能満院印)

085 承陽大師希玄道元像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19thcen) 1030×325 (能満悦印)

086 釈迦達磨道元像 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後期 (19thcen) 402×280 (能矧堤印)



087 刺IIwi大師希玄道元像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 tj-_戸時代後州 (19thcen) 109.1×410 (能満院印)

088 共僧像 (持如意 ･半身) 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後ly](19Lhccn) 42.5×210 (能満院印)
089 某イt.5.-像 (持如意 ･半身) 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19Lhccn) 28.3×14.3 (能満院印)

l:その他有端書版画

090 阿弥陀経変相図 献本木版 袈打 1枚 森田易信 窟永元年 (1848) 134.5×617 蝦夷善光寺施EIJ
0911T_趣生死輪図 紙本木版 まくり 1枚 柿崎織tr 嘉永3年 (1850) 134.2×613 柿崎織江版
092 太上秘法鎮宅霊符 紙本木版 裏打 1枚 作者不詳 寛政12年 (1800) 1ユ3.0×300 石龍子施印

093 金剛界種字星茶羅 凶 紙本木版 まくり 1枚 原在中 江戸時代後期 (】9thccn) 471×460 京都阿弥陀寺施印

094胎磁界種字畳某雄図 紙本木版 まくり 1枚 原在中 江戸時代後期 (19Lhccn) 480×460 京都阿弥陀寺施印

095 牛頭天王歳徳八将神像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 汀戸時代後lgJ(19Lh(len) 65.5×303 井筒屋藤兵版

096 牛頭天王像 秋本木版 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後期 (19Lhcen) 600×334 井筒屋藤兵版

097 大黒天像 献本木版 まくり 1枚 作者不評 江 戸Il=!J･代綾川 (19Lhcen) 872×317 会津悪日寺施印

098 愛宕櫛現像 紙本木版 袈打 1枚 作者不詳 江戸時代後川 (19thcen) 989×418 京都愛宕山地印

099 千手観音像 紙本ノ付振 袈打 1枚 作者不詳 茄永元年 (1848) 678×306 京都清水寺施印
100 如来荒神像 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後J,UJ(19Lhcen) 825×296 摂川桁澄寺施印
101天神像 紙本木服 装打 1枚 作者不詳 江戸時代後主刑 (19Lhccn) 928×434 和州与喜天神施印

102 釈迦弥勧十六羅洪像 紙本木版 袈il' 1枚 作者不評 江戸時代後IU】(19Lhcen) 730×34.0 (端鞍きあり)

103 背面金剛像 紙本木版 袈打 1枚 作者不許 江 戸時代後州 (19Lhcen.) 654×30_3 (端12!:きあり)

104 太上秘法鎮宅霊符 紙木木版 まくり 1枚 作者不評 江戸場代後捌 (19Lhcen) 103.5×618 (下総千紫妙見寺より.比う)

105 主‡言寄宗安心里奈雄図(念珠図)紙本木版 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後矧 (19Lhcen.) 35.7×264 (端古きあり

J:無刊記絵師系下絵版画

106 地蔵菩薩像 秋本木版 袈打 1枚 Fl:hJJJJ-LtJt挙 江戸時代後期 (19thccn) 605×27..5

107 釈迦十六羅漢図 献本木版 まくり 1枚 IJrIlj城照 江戸時代後)馴 (19Lhcen,) 320×197

108 地蔵菩薩像 紙本木版 まくり 1枚 杜多文雄 江戸時代後期 (19thccn) 360×23.8

109 十三仏図 紙本木版 まくり 1枚 長谷川等偽 証永 2年 (1849) 102.7×416

110 地織菩薩像 献本木版 まくり 1枚 冷泉為恭 嘉永 7年 (1854) 112.3×408

K:僧侶施印版画

111烏枢渋摩明王像 紙本木版 まくり 1枚 原在中 江戸時代後期 (19Lhcen.) 689×36.7 志州円隆施l:FJ

112 阿弥陀来迎図 紙本木版 まくり 1枚 中西誠廠 江戸時代後矧 (19Lhcen.) 669×311 清涼室施印

113 弘法大師十大弟子像井然慧像 秋本木版 まくり ]枚 作者不詳 天明3年 (1783) 103.7×446 月心人施印

114 弘法大師十大弟子像jl･然慧像 秋本木版 まくり 1枚 作者不詳 天明3年 (1783) 1037×44.6 月心人施印

115 弘法大師空海像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 明治時代 (19Lhcen.) 322×161 志州円隆施印

Ll6 弘法大師空海像 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 明治時代 (19Lhccn.) 322×161 志州円隆施印



117 弘法大師空W17.像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 明耐時代 (19LhCen) 323×16.1 志州H隆施印

118 弘法大師空WrJ-.像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 明治時代 (19Lhcen) 323×161 志州lコ｣隆施印

119 弘法大師空海像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 明治時代 (19LllCe】1) 323×161

120 弘法大師空赫像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 明治時代 (19thcen) 323×161

121 興数大師先鋒像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 明治11年 (ユ878) 1120×442

122 興散大帥先鋒像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 明治11年 (1878) 1180×466 志州:EjJ馴 hE:rJ

123 光明虫害字輪生茶羅図 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸IEi'1-･代後則 (19thcell) 962×460 慈光施印

124 毘沙門天像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 弘化 3年 (1846) 865×306 勢州11仙 施印

125 慈恵大師良源像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 弘化 3年 (1846) 612×472 勢州LHLLl施印

126 法然 (rrj光大師源空)像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 万延2年 (1861) 1120×520 定門地I:ll

127 法然像封紙 耗本木版一･服用 封紙 1枚 作者不詳 万延2咋 (1861) 318×424 定1:lJJJ'ikI:FJ

128 3:(i-:子砕泣茶羅図 秋本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19Lhcen) 462×213 武州成身院元峡施印

129 億晩生i=識像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 茄永 7年L.(1854) 580×31.5 施印一方像

L:京都社寺施印版画

130 地域菩薩像 紙本木版 袈打 1枚 作者不詳 明耐時代 (19Lhcen) 262×90 京都花園安地蔵施印

131 聖徳太了像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸崎代後期 (19thcen) 325×136 京郡広隆寺施印

132 広駄寺刷物 駄本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後IUj(19Lhcen) 313×52 京都広隆寺施印

133圭ヒ徳太子像 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後IyJ(191ノhcen) 325×136 京都広隆寺施印

1:34 聖徳太子俊 雄本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸Il=!HlE後矧 (19thcen) 325×136 涼都JL'J資寺施印

135 聖徳太子像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後J,Uj(19thcen) 325×136 京都広隆寺旭印

l･36 聖徳太子像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後J,yJ(19thcen.) 32.5×136 京都広隆寺施印

137 千川17金剛像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19tllCen) 247×11.3 京都室町仏光寺庚申堂施印

138 地蔵菩薩像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後lgJ (19thcen) 155×80 京都新徳寺 ･万年寺施印

ユ39 地蔵菩薩像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 汀 戸時代後l馴 (19Lf1Cen) 277×153 京都壬生寺施印

140 地織:B,･薩像 献本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後)的 (19Lhcen) 188×102 京都壬生寺施印

141 堆肥観音像 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後ilJ](19Lhcell.) 157×81 京都新徳寺施印

142 千手観音二天王像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後捌 (19thcen) 240×159 京都満水寺施印

143 千手観音二天王像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19thcell) 240×15.9 京都･i-打水寺施印

144 大随求:111,-'･薩像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19thcen) 199×156 京都純水寺慈心院施印

145 五大虚空蔵菩碇像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸(崎代後期 (19Lhcen) 390×280 京都pi托寺観智院施印
146釈迦提要矧窒1 秋本木版 まくり 1枚 作者不詳 江 戸l附に後)削 (19Lhce】1) 466×310 京那東柿寺施印

147 釈迦浬架囲 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸Il封に後期 (19Lhcell) 466×310 京都兼柿寺施印

148 毘沙Ilり天吉祥天音別戒帥像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸11寺代後川｣(19Lhcen) 27.3×94 京都東柵寺北谷毘沙門堂施印

149 薬師三紳十二伸JE7'像 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後柑j(19Lhcen.) 27.6×201 京都平愈寺施印



M:諸国社寺施印版画

150 法然 (円北大師源空)像 紙本木版 まくり 】枚 作者不許 江戸時代後娼J(19tllCen) 365×153 奥州往生寺施印
151 大熊天保 雑木木版 まくり 1枚 作者不許 江戸嶋代後Ig](19Lhcen) 258×172 会津怒ljS:施印

152 .I.!描l観苫イ象 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後IgJ(19thcen) 29.5×164 会津木枕観音寺施印

153 妙海禅尼像 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後期 (19thcen.) 662×296 紀州大日寺施印

154 三井寺党矧雲l 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後壬的 (19tllCell.) 338×349

155 阿弥陀二十五菩薩来迎図 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後期 (19thcen.) 666×316 江州西数寄施印
156 詞利帝母像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後壬馴 (19Lhcen) 27ユ×115

157 十一面観音像 紙本木版著彩 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後娼](19tllCen) 313×152 志州正柿寺施印

158 十一･両観音像 紙本木版著彩 まくり ]枚 作者不許 江戸場代後1日】(19thcen) 313×152

159 十一両観音像 雑木木版著彩 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19thcen) ,31_3×152 志州正行寺施印

160 十一両観音像 紙本木版著彩 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後l馴 (19thcen.) 313×152

161 十一両観音像 紙本木版著彩 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後期 (19thcell) 31.3×152

162 十一両観音像 紙本木版著彩 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後柑J(19thcell) 31.3×152 志州正稲守施印

163 十一何観音像 紙本木版著彩 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後WJ(19thcen) 313×152 志州正稲守施印

164 十一両観音像 紙本木版著彩 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後期 (19lllCen) 313×152 志州正袖寺施EてEJ

165 十一両観音像 紙本木版著彩 まくり 1枚 作者不評 Ll:戸時代後期 (19thcen.) 313×152

166 十･一両観音像 紙本木版著彩 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後期 (19thcerl) 313×152

167 十一両観音像 親木木版著彩 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後期 (19tllCen.) 313×152

168 十-･両観音像 紙本木版著彩 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後州 (19Lhcen) 31.3×152

169 十一･両観音像 紙本木版著彩 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後期 (19LllCe11) 31.3×152 志州正箱寺施仁IJ
170 十一面観音像 紙本木版著彩 まくり 1枚 作者不評 江戸唱代後川 (19thcen) 313×152

171 l一面眺音像 紙本木版著彩 まくり 1枚 作者不許 江戸Il糾ヒ後脚 (19Lhcell) 313×152

172 両船十一両観音像 紙本木版 綴 l帖(減 作者不評 江戸'時代後期 (19tllCell) 267×357 勢川田宮守施印

173 子安観音像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸l時代後期 (L9thcell) 753×611 勢州観音寺施印
174 三郎且.L.太子像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19tllCe】1) 381×299 砕けHJ些l天ヨ73'-施印

175 弘法大師空和像 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後期 (19thcen) 380×170 摂州大

176 聖観音像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸rl封じ後期 (19thcen) 270×171 武州下吉見岩殿山)

177 不空相索観音像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸Ll封じ後期 (19thcen) 175×8.0 利川興福寺南門生地印

178 三TriI'大F.EI;天像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸El糾ヒ後期 (19thccn) 565×215 和州高野山金剛塔寺施印

179 弘法大師空尉 毅 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後期 (19thcell) 600×20.6 和川高野山金剛峯寺灯徽生地印

180 馬場菩薩像 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸EIg:1℃後期 (19tllCen) 532×675 和州高野山iTlJ恥じ､院施印

181天神像 紙本木版 袈打 1枚 ))lil.川興教 江戸時代後期 (19tllCen) 566×33A 玉田施印

182 天神像 秋本木版 まくり 1枚 作者不詳 弘化 2年 (1845) 340×14.5 示水施印
183 天神像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 弘化 Z{Ll三(1845) 337×14.3 示水施印

184 地織菩薩像 献本木版 強打 1枚 作者不許 江戸時代後州 (19thcen) 277×116 鹿川如l水施印



185 釈迦十六謝'洪l岩1 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後柑j(19thcell) 372×160 信州丸Ill施印

N:無刊記版画

186 善導像 献本木版一部著彩 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後IU](19thcen) 330×155 185-218は一･括

187 善導像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19Lhcen) 330×155 185-218は一･括

188 i=(,.･.導像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後IUJ(19thL:en) 330×155 ユ85-218は一･括

189 番導像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後lU](191二hcen.) 330×155 185-218は一括

190 毒=6.-導像 紙本木版 まくり ]枚 作者不詳 江戸時代後州 (19thcen) 330×155 185-218は一括

191 薄暮像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後l馴 (19thcen) 330×155 1851218は一･括

192 善導像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後脚 (19日lCen) 330×155 185-218は一括

193 善導像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後川 (19thcen.) 330×155 185-218は-･括

194 善導像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19Lhcen.) 330×155 1851218は一･括

195 善導像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後州 (19thcell) 330×155 185-2ユ8は一括

196 善導像 秋本木版 まくり ]枚 作者不詳 江戸時代後期 (19Lhcen.) 330×155 1851218は一･括

197=iE=導像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19Lhcell) 3.30×155 185-218は一括

198 善導像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19tllCen) 330×155 185-218は一括

199善導像 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸ElS.代後期 (19Lhcen) 330×155 185-218は -揺

200 善導像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸1f=Ii:代綾川J(19thcen) 330×155 185-218は一括

201 善導像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後柑J(19Lhcen) 33.0×155 1851218は一括

202 善導像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸場代後期 (19Lhcell) 330×155 185-218は一括

203 善導像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸l時代後期 (19thcen) 330×155 185-218は一括

204 法然 (円光大師源空)像 紙本木版一部若彩 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19thcen) 330×155 185-218は一括

205 法然 (円北大師源空)像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後則 (19thcen) 33OX155 185-218は一括

206 法然 (El:J光大r抑源空)像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸E馴 ヒ後期 (19thcen) 330×15.5 185-218は一括
207 法然 (I=rJ光大師源空)像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸-時代後lU](19Lhcen) 330×155 185-218は一括

208 法然 (Pl光大附脱空)像 武本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19Lhcen) 330×155 185-218は一括

209法然 (円光大師源空)像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後i馴 (19thcen) 330×155 185-218は一括

210 法然 (円光大師源空)像 紙本木版 まくり ]枚 作者不詳 江戸時代後脚 (19thcen) 330×155 1851218は一括

211 法然 (円光大師源空)像 耗本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後mJ(19thcen.) 330×15.5 1851218は一括

212 法然 (円光大師源空)像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後柑J(19thcen.) 330×15.5 1851218は一括

213 法然 (円光大師源空)像 秋本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸喝代後川 (19Lhcen.) 330×15.5 1851218は一桁

214 法然 (日光大師源空)像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後川 (19Lhcen) 330×15.5 185-218は一一括

215 法然 (lJJ光大仙源空)像 紙本木版一部讃彩 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後川 (ユ91ノhcen) 330×155 185-218は一括

216 法然 (円光大師源空)像 教本木版一部著彩 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後mJ(19thcen.) 330×155 185-218は一括

217 法然 (llJ北大r汀EJJ源空)像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後川 (19thcen) 330×155 185-218は一括

218 法然 (円光大師源空)像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後川 (19thcen) 330×155 1851218は一括



219 7Y･;=･導法然像封紙 献本木版 封雛 1枚 作者不許 n:77時代後Ig](19Lhcen) 24.8×36.5 185-218は ･I.T.･
220 胎磁界種子星茶羅Ⅰ雲I 献本木版 まくり 1枚 作者イく許 托戸時代後l別 (19Lhcen) 44.3×41.6

221 金剛界種子星茶羅同 紙本木版 まくり 1枚 作者イく評 Tl二jTT時代後Igj(19thcen) 44.4×41.8

222 FJ皇趣経姓茶雄図 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江77時代後3g](19Lhcen.) 672×55.5

223 内界柾字堂茶舗図 献本木版 まくり 1枚 作新不詳 江戸時代後期 (19Lhcen) 555×33.5

224 宝珠生業羅図 紙本木版 まくり l枚 作者不許 江Tl時代後191(19thcen.) 652×38.6

225 阿弥陀三韓像 (善光寺式) 秋本木版 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後期 (19Lhcen) 411×30.4

226 金剛非大日如来像 紙本木版 まくり 1枚 作者イく許 I州lfT時代 (19thcen.) 26.3×127

227 金剛非大El如来像 紙木木版 まくり 1枚 作者不許 明約時代 (19thcen) 26.3×127

228 rtElll･litlK延命菩薩像 秋本木版 まくり 1枚 作-7㌢小詳 江F.'時代後期 (19thcen) 682×300

229 普円延命菩薩像 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後期 (19thcen) 452×202

230 准版観音像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後j,yj(19thcen) 33.5×202

231 地磁菩薩像 秋本木版 袈打 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19thcen) 658×31.3

232 地織:lA:-薩六道L茎l 紙本木版 恕打 1枚 作者不詳 汀戸時代後期 (19thcen) 675×31.0

233 +二仏図 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 壬Ir.)T一時代後州 (19thcen.) 635×306

234 l･三仏図 秋本木版 まくり 1枚 作者不許 711_)=川=!r･1-Ll後紺J(19T.hcen.) 66.7×29.2

235 イく動明王像 (黄不動) 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 tlJ.戸時代後期 (19thcen) 973×423

236 不動明王像 (萌不動) 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸EIきi:代後純 (19Lhcen.) 976×426

237 小動明王二童子像 紙本木版 まくり 1枚 作者小許 江戸時代後期 (19thcen) 270×148

238 桝才天像 紙本木版 まくり 1枚 作者イて評 江戸時代後期 (19Lhcen.) 362×163

239 十二天1更T(右) 紙本木版 まくり 1枚 作新イく詳 たl:戸時代後期 (19Lhcen) 1070×403 238-239は一桁

240 卜二ヲこ図 (左) 秋本.付振 まくり 1枚 作新不評 ij-.)-I-時代後期 (19thcen) 107OX403 238-239は一括

241 11天保 秋本木版 袈fJl 1枚 作者不評 LJ-.戸時代後Ig](19Lhcen.) 1325×585

242 -7'7-TTJ7金剛像 秋本木版 ･51は彩 まくり 1枚 作新不評 汀戸Ili'1-･代後IrJJ(19Lhcen.) 675×308

243 I-i-Tn金剛像 秋本木版 衷打 1枚 作者小詳 江戸時代後l馴 (19thcen) 963×435

244 -1二川夏渋摩明王像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 汀戸時代後IgJ(19Lhcen.) 55.3×393

245 秋IrA-様現像 紙本木版 袈打 1枚 作者不評 江77時代後),yJ(19lhcen) 302×130

246 蓮弟神イIl=蚕 紙本木版 まくり 1枚 作第不詳 Lr.戸時代後J,yJ(19Lhcen) 27.5×76.3

247 適業神仙図 献本木版 まくり 1枚 作者不評 ･Ij-.戸時代後期 (19thcen) 640×271

248 歳徳八将神像 献本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19thcen) .597×297

249 稲仰明神像 献本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後期 (19thcen.) 24.4×138

250 天神像 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後期 (19thcen.) 112.0×300

251波IJJl･天神像 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 江戸時代後IyJ(19thcen.) 639×175

252 H',壮大月差天保 紙本木版 まくり 1枚 作祈不詳 江戸時代後期 (19Lhcen) 128×92

253 11日.ln･大熊天保封紙 紙本木版 封紙 1枚 作者不許 江戸時代後脚 (19Lhcen) 22.3×289

254 とP_!徳太子像 秋本木版 まくり 1枚 作新不許 fj'Tl時代後柑J(19Lhcen) 365×151



255 聖徳太+像 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後期 (19thcen.) 36.5×3.3.8

256 聖徳太子像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後Iyj(19thcen.) 48.8×36.4

257 役行者像 紙本木版著彩 まくり 1枚 作者不評 ij-,戸時代後期 (19thcen) 53_7×267

258 弘法大師空海像 献本木版 まくり 1枚 作者不評 江 戸時代後1削 (19Lhccn.) 66.2×460

259 弘法大円itJJ空海像 紙本木版著彩 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後lgJ(19Lhcen.) 24.5×160

260 弘法大r;ltJ-行状旦茶雄図 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後lyJ(19thccn) 64.7×438

261 法光人r;巾ij:.雅俊 献本木版 まくり 1枚 作者不詳 文政11年 (1828) 592×282

262 興教大師'iui:鍍像 紙本木版 まくり 1収 作者不詳 明耐l#代 (19thcell) 429×376

263 興散大ni7i党鐸像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 明治時代 (19Lhcen) 446×376

264 ,FHl教大師党鎖像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 明治時代 (19Lhccn) 661×634

265 興数大師党接像 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 明治時代 (19Lhcen) 798×629

266 興教大師Ji'JL接像 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 明治時代 (19Lhccn) 860×46.4

267 法然 (円北大riili源空)像 秋本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後lyj(19Lhcen.) 30.2×14.5

268 内国三十三所三.呂.切 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後Iyj(19thcen.) 37.9×19.8

269 宝陵印塔凶 秋本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後Iyj(19thcen) 40.5×280

0:高僧伝記版本

270 寓u]'･Lll舶=1r心院1川 大柳'6縁起 紙本木版 まくり 1枚 作者不許 とl二戸場代後IU】(19Lhcen) 249×34.3 利州f:m千･日lf封=/lrl坑施仁rJ

271 法然上人絵伝 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 江戸時代後m (19Lhcen｡) 532×300

272 法然上人絵伝 紙本木版 まくり 】枚 作者不詳 江戸時代後IUJ(191.hcen) 532×300

273 法然上人絵伝 紙本木版 まくり 1枚 作者不詳 t_T.戸時代後jLJJ(19Lhcen) 53.2×300

274 法然上人絵伝 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後脚 (19Lhcen) 532×300

P:境内図版本

275 巌f3社頭囲 紙本木版 まくり 1枚 作者不評 江戸時代後まyJ(19Lhcen) 298×440 宮砧西岩･団)=i廻廊店韮兵衛板

276 長子羊寺図 献本木版 まくり 1枚 中和 江戸時代後壬gJ(19thcen.) 353×486 平安法橋中和画


